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フィットネスクラブ「Ｓｔｕｄｉｏ　Ｍ」
オーナー　新井真由美さん

心も身体もリフレッシュ！

そ
ん
な
と
き
転
機
が
。
通
っ
て
い
た
ジ

ム
で
ズ
ン
バ
と
い
う
ダ
ン
ス
に
出
会
い
ま

し
た
。
全
身
を
使
う
こ
の
ズ
ン
バ
で
、
み

る
み
る
う
ち
に
妊
娠
前
の
体
型
を
取
り
戻

し
た
そ
う
で
す
。
と
こ
と
ん
極
め
る
性
格

の
新
井
さ
ん
は
、自
身
で
資
格
を
取
得
し
、

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
道
を
歩
み
出
し
ま

し
た
。

子
育
て
は
の
び
の
び
と

新
井
さ
ん
は
大
阪
府
門
真
市
出
身
の
42

歳
。
二
十
歳
の
頃
、
ご
主
人
と
の
結
婚
を

機
に
姑
さ
ん
の
住
む
岩
出
市
に
引
越
し
て

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
紀
の
川
市
内
で
住

居
を
新
築
さ
れ
、
現
在
3
人
の
子
育
て
を

し
な
が
ら
、
貴
志
川
町
神
戸
で
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ク
ラ
ブ
を
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
身
の
育
っ
た
環
境
と
は
全
く
違
う
の

ど
か
な
と
こ
ろ
で
子
育
て
を
し
た
か
っ
た

と
、
新
井
さ
ん
は
言
い
ま
す
。「
私
自
身
、

せ
せ
っ
こ
ま
し
い
と
こ
ろ
は
苦
手
で
…
。

子
供
は
の
び
の
び
育
つ
の
が
一
番
。
紀
の

川
市
は
子
育
て
に
は
最
高
の
場
所
だ
と
思

い
ま
す
。」
と
、
紀
の
川
市
で
家
を
建
て

ら
れ
た
理
由
を
母
の
顔
で
語
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
に

再
チ
ャ
レ
ン
ジ

3
人
目
の
子
ど
も
を
出
産
し
た
の
が
30

歳
の
と
き
。
産
後
、
増
加
し
た
体
重
が
戻

ら
ず
数
々
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
が
失
敗
。「
何
や
っ
て
も
痩
せ
へ
ん

か
っ
た
わ
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

始まるまでの楽しい時間
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会
員
さ
ん
の
年
齢
層
は
20
代
～
80
代
と

幅
広
く
、
最
高
齢
は
な
ん
と
83
歳
の
男
性

の
方
。
「
午
前
中
は
近
所
の
方
の
憩
い
の

場
的
な
要
素
は
あ
る
か
も
（
笑
）
。
夜
は

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
目
的
を
持
っ
て
来
て

く
れ
て
い
る
方
が
多
い
で
す
ね
。
年
齢
は

関
係
な
く
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
す
よ
。
」
と

新
井
さ
ん
。

ズ
ン
バ
だ
け
で
な
く
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
あ
り
、
年
配
の
方
の
体
力
づ
く
り
に

も
効
果
が
あ
る
と
の
こ
と
。
生
徒
さ
ん
は

み
ん
な
活
き
活
き
と
身
体
を
動
か
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

娘
の
一
言
で

最
初
は
小
さ
な
会
場
を
借
り
て
少
人
数

で
レ
ッ
ス
ン
を
し
て
い
ま
し
た
。
近
隣
の

場
所
を
色
々
と
借
り
な
が
ら
地
道
に
指
導

を
続
け
、
関
連
資
格
の
取
得
も
積
極
的
に

行
い
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
成
長

し
た
と
言
い
ま
す
。

次
第
に
新
井
さ
ん
の
レ
ッ
ス
ン
内
容
と

実
績
が
口
コ
ミ
で
広
が
り
、
徐
々
に
生
徒

が
増
え
て
い
き
教
室
が
い
っ
ぱ
い
に
。
周

囲
か
ら
独
立
を
強
く
勧
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

家
庭
を
第
一
に
考
え
た
い
新
井
さ
ん
は
現

状
で
充
分
と
考
え
、
動
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
と
き
娘
さ
ん
か
ら
ま
さ
か
の
一

言
。「

私
に
は
何
で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
な
さ

い
と
言
う
の
に
、
な
ん
で
お
母
さ
ん
は
し

な
い
の
？
」

こ
れ
が
独
立
の
決
め
手
に
な
っ
た
と
言

い
ま
す
。
ご
主
人
や
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
も

あ
り
、
平
成
29
年
9
月
に
現
在
の
ジ
ム
を

オ
ー
プ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

　
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で楽

し
く

　

ジ
ム
の
場
所
も
紀
の
川
市
内
で
あ
る
こ

と
に
こ
だ
わ
っ
た
そ
う
で
す
。
「
紀
の
川

市
の
人
は
の
ん
び
り
と
し
て
い
て
あ
た
た

か
い
人
が
多
い
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
大
切
に
す
る
こ
の
ジ
ム
の
コ
ン
セ

プ
ト
と
合
っ
て
い
る
」
と
話
し
ま
す
。

「
こ
こ
は
完
全
レ
ッ
ス
ン
制
で
機
械
を

使
わ
な
い
と
こ
ろ
が
特
徴
。
生
徒
さ
ん
一

人
ひ
と
り
が
身
も
心
も
健
康
に
な
っ
て
も

ら
え
る
こ
と
が
一
番
の
幸
せ
で
す
ね
。」

と
熱
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
新
井
さ
ん
。
こ
れ

か
ら
も
家
庭
と
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
と
の

両
立
を
し
な
が
ら
『
み
ん
な
を
笑
顔
に
し

た
い
』と
い
う
気
持
ち
を
胸
に
、が
ん
ば
っ

て
い
き
た
い
そ
う
で
す
。（

上
野
・
榎
本
）
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よ
り
安
く
。
よ
り
円
滑
に
。

第
３
回
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

・
会
期　

26
日
間　

９
月
２
日
～
９
月
27
日

・
一
般
質
問　

８
名
が
登
壇

※
議
会
だ
よ
り
は
、
主
な
議
案
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
他
の
議
案
や
結
果

に
つ
き
ま
し
て
は
、
紀
の
川
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
議
会
事
務
局
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
の
議
案
は

市
長
提
出
議
案

・
人
事
案
件
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２
件

・
平
成
30
年
度
決
算
の
認
定
…
…
…
…
…
22
件

・
令
和
元
年
度
補
正
予
算
…
…
…
…
…
…
20
件

・
条
例
の
制
定
・
改
正
…
…
…
…
…
…
…
６
件

・
そ
の
他
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
件

委
員
会
提
出
議
案

・
意
見
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
件

議
員
提
出
議
案

・
条
例
の
制
定
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
件

計
53
件

3件に
注目！

◎
電
算
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業
（
▲
２
千
522
万
２
千
円
）

パ
ソ
コ
ン
の
購
入
予
定（
200
台
）を
取
り
や
め
、
全
職
員
の
パ
ソ
コ
ン
を
リ

ー
ス
に
変
更
す
る
も
の
。

ＱＱＱ ＡＡＡ 1
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

（
議
案
第
104
号
）
令
和
元
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て

リ
ー
ス
の
期
間
と
リ
ー
ス
終
了
後
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
。

３
年
間
の
リ
ー
ス
で
、
終
了
後
か
ら
３
年
は
自
己
管
理
で
使
用
し
、
６
年

間
使
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

パ
ソ
コ
ン
を
購
入
か
ら
リ
ー
ス
に
変
更
し
た
理
由
は
。

耐
用
年
数
を
６
年
と
考
え
る
と
、
リ
ー
ス
の
方
が
若
干
安
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
職
員
が
一
斉
に
同
じ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
仕
事
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は

非
常
に
大
き
い
た
め
で
す
。

 

職
員
の
パ
ソ
コ
ン
は
何
台
あ
り
ま
す
か
。

650
台
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。

紀の川市議会だより　No.51　令和元年［2019］
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◎
ご
み
収
集
事
業
（
工
事
請
負
費
192
万
３
千
円
）

紀
の
川
市
石
材
加
工
共
同
作
業
所
の
廃
止
に
伴
い
、
施
設
の
有
効
利
用
の

た
め
、
在
庫
ご
み
袋
の
保
管
場
所
お
よ
び
桃
山
収
集
詰
所
と
本
庁
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
回
収
班
詰
所
の
集
約
移
設
を
実
施
し
、
機
能
の
効
率
化
を
は
か
る
た
め

の
事
業
で
す
。

◎
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
事
業

（
病
児
保
育
補
助
金
437
万
１
千
円
）

保
育
中
の
急
な
病
気
の
時
で
も
、
保
育
園
で
預
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

こ
の
場
所
を
永
久
的
に
利
用
し
て
い
く
の
で

す
か
。

現
在
、
４
ヶ
所
に
分
散
し
て
い
る
収
集
事
務

所
お
よ
び
収
集
詰
所
を
１
ヶ
所
に
集
約
し
ま

す
。
収
集
事
務
所
整
備
計
画
を
進
め
て
お
り
、

３
～
５
年
の
完
成
後
に
移
転
し
ま
す
。

 

現
在
の
ゴ
ミ
袋
保
管
場
所
（
旧
桃
山
小
中
学

校
体
育
館
）
の
解
体
を
延
期
し
て
、
引
越
し

も
一
度
に
し
た
方
が
効
果
的
で
は
。

元
石
材
加
工
所
の
売
却
お
よ
び
賃
借
の
申
し
入
れ
を
聞
い
て
い
る
が
、
新

収
集
事
務
所
の
建
設
が
隣
接
同
意
の
関
係
で
遅
れ
て
い
ま
す
。
体
育
館
の

解
体
に
つ
い
て
は
、
地
元
と
長
年
協
議
を
し
て
き
ま
し
た
。
総
合
的
判
断

の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

ど
こ
の
保
育
園
で
す
か
。

粉
河
保
育
園
で
す
。

 

何
名
の
受
け
入
れ
で
、
他
園
に
通
う

子
供
も
利
用
は
可
能
で
す
か
。

粉
河
保
育
園
に
通
わ
れ
て
い
る
園
児

の
み
で
、
定
員
は
１
名
で
す
。

ＱＱ

ＱＱ

ＡＡ

ＡＡ

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

総
合
的
判
断
の
結
果

３

保
育
の
充
実
を

２

病気の時も安心

紀の川市議会だより　No.51　令和元年［2019］
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新たなアイデアに挑戦
総務文教、厚生、産業建設常任委員会をそれぞれ分科会とし、所管する事項について詳しく審査を

行いました。常任委員会、分科会の審査は、９月５・９・10・11・13・25 日の６日間です。

一般会計

特別会計（19会計 ）

平成30年度決算

予算現額  310億5,811万1,000円
歳入決算額  301億1,090万7,017円

（収入率97.0％）
歳出決算額  291億2,789万3,719円

（執行率93.8％）
翌年度（元年度）繰越額  ９億8,301万3,298円

歳入決算額  180億2,697万1,059円
歳出決算額  178億106万637円

経
費
ゼ
ロ
で

Pick up
１行

財
政
改
革
推
進
事
業
の
な
か
で
取
り
組
ま
れ
た
「
職
員
提
案
制
度
」。
平

成
30
年
度
は
14
件
の
提
案
が
あ
り
、
７
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◎
行
財
政
改
革
推
進
事
業
（
ア
イ
デ
ア
０
円
）

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

現
在
、
実
施
で
き
て
い
る
も
の
は
。

ＱＡ
採択された提案

・防災時の職員マニュアルのさらなる細分化
・職員として読むべき文献を推薦し、共有する職員文庫
・職員のパソコンのデータ管理の改善
・庁舎でできるダンボールの廃品回収を障害者団体に
・新規採用者に業務内容の事前説明
・庁舎２階にキッズスペースを
・公式ＬＩＮＥで情報発信・収集

庁舎２階のキッズスペース

紀の川市議会だより　No.51　令和元年［2019］
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市
税
の
収
納
率
が
過
去
最
高

Pick up
２

新
生
活
を
応
援

Pick up
３

市
税
（
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
た
ば
こ
税
、
都
市
計
画
税
）

の
収
納
率
は
、
95
．
８
％
（
約
66
億
円
）
で
し
た
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

滞
納
分
の
収
納
率
が
上
が
っ
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

差
し
押
さ
え
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ
た
こ
と
と
、
滞
納
処
分
の
執
行
を

停
止
（
回
収
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
）
し
た
も
の
が
不
能
欠
損
（
徴
収
で

き
な
い
こ
と
）
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

差
し
押
さ
え
件
数
は
、
平
成
29
年
度
は
274
件
で
し
た
が
、
平
成
30
年
度

は
806
件
で
し
た
。

 

地
方
税
回
収
機
構
の
成
果
は
。

 

50
件
、
約
４
千
680
万
円
の
移
管
額
に
な
っ
て

い
ま
す
（
徴
収
実
績
は
約
２
千
124
万
円
）
。

 

回
収
機
構
か
ら
徴
収
で
き
ず
に
戻
っ
て
き
た

分
の
時
効
は
。

回
収
機
構
で
行
わ
れ
た
滞
納
処
分
か
ら
新
た

に
時
効
を
計
算
し
ま
す
。

ＱＱＱ ＡＡＡ

経
済
的
理
由
で
結
婚
に
踏
み
出
せ
な
い
カ
ッ
プ
ル
の
婚
姻
時
の
転
居
費
用

を
支
援
し
ま
す
。

・
対
象
は
夫
婦
と
も
に
34
歳
以
下
、
夫
婦
の
所
得
合
計
が
340
万
円
未
満

・
補
助
額
は
一
世
帯
当
た
り
上
限
12
万
円

・
対
象
費
用
は
、
住
居
費
、
引
越
し
費
用
な
ど
、
結
婚
を
機
に
要
し
た
費
用

◎
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
（
110
万
７
千
240
円
）

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

県
内
の
実
施
状
況
は
。

和
歌
山
市
と
湯
浅
町
で
も
実
施
し
て

い
ま
す
。 

補
助
額
を
下
げ
ず
に
、
市
単
独
で
も

補
助
を
行
っ
て
は
。

こ
の
事
業
は
、
３
年
間
（
平
成
29
～

31
年
度
）
の
事
業
と
計
画
し
て
い
ま

す
。
来
年
度
以
降
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

紀の川市議会だより　No.51　令和元年［2019］
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新
た
な
自
分
を
発
見

通
学
路
の
安
全

Pick up
５

Pick up
４

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
健
康
づ
く
り
を
は
か
る
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

日
本
体
育
大
学
へ
６
年
生
30
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。

国
土
交
通
省
・
和
歌
山
県
・
小
中
学
校
校
長
会
・
市
な
ど
が
連
携
し
、
通

学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
危
険
箇
所
の
改
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
ス
ポ
ー
ツ
交
流
事
業
（
137
万
１
千
82
円
）

◎
学
校
教
育
総
務
管
理
事
業

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

ど
ん
な
取
り
組
み
が
さ
れ
ま
し
た

か
。

各
学
校
に
お
い
て
通
学
路
の
危
険

箇
所
の
調
査
を
行
い
、
対
策
を
講

じ
ま
し
た
。

 

主
に
ど
ん
な
と
こ
ろ
を
改
修
し
ま

し
た
か
。

通
学
路
の
拡
幅
や
横
断
歩
道
の
塗

装
修
繕
・
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
塗

装
な
ど
11
ヶ
所
実
施
し
ま
し
た
。

ＱＱ Ａ

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

ど
の
よ
う
に
30
名
を
選
考
し
た
の
で
す
か
。

全
16
小
学
校
に
１
名
の
枠
を
設
け
、
児
童

数
に
応
じ
て
２
名
ま
た
は
３
名
に
募
集
枠

を
増
や
し
て
い
ま
す
。
運
動
能
力
に
優
れ

た
児
童
を
選
抜
し
た
の
で
は
な
く
、
体
験

し
た
い
と
い
う
児
童
を
対
象
に
し
て
い
ま

す
。

 

参
加
し
た
児
童
の
感
想
は
ど
う
で
し
た
か
。

「
努
力
し
続
け
る
事
や
最
後
ま
で
あ
き
ら

め
な
い
こ
と
が
自
分
の
夢
を
叶
え
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
と
思
う
。
」
と
い
う
感
想

や
、
運
動
が
得
意
で
は
な
い
け
れ
ど
興
味

が
あ
っ
て
参
加
し
、
「
運
動
っ
て
楽
し
い

と
思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
感
想

も
あ
り
ま
し
た
。 

ＱＱ ＡＡ

Ａ

日本体育大学でラクロス体験
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コ
ラ
ボ
商
品
の
発
売

Pick up
６

Pick up
７

Ｕ
Ｈ
Ａ
味
覚
糖
、
ピ
ー
チ
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
の
共
同
企
画
で
、
あ
ら
川

の
桃
味
の
グ
ミ
「
コ
ロ
ロ
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
」
を
発
売
。

◎
農
産
物
販
売
促
進
事
業
（
委
託
料
84
万
９
千
960
円
）

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

販
売
後
、
消
費
者
の
声
は
。

ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
は
取
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
市
民
か
ら
の
評
判
は

上
々
で
し
た
。
今
後
は
消
費
者
か

ら
の
声
を
も
っ
と
吸
い
上
げ
る
方

法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

 

今
後
、
別
の
商
品
の
開
発
は
。

第
２
弾
の
商
品
の
開
発
を
目
指
し

て
、
企
業
と
調
整
し
、
農
産
物
の

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
の
で
、
で
き
る

だ
け
早
く
商
品
の
開
発･

販
売
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

  ＱＱ ＡＡ

コロロ Peach

加
盟
団
体
は
22
市
町

京
奈
和
自
動
車
道
紀
の
川
Ｉ
Ｃ
か
ら
阪
和
自
動
車
道
上
之
郷
Ｉ
Ｃ
の
間
を

最
短
で
結
ぶ
新
た
な
道
路
の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
に
、
関
連
団
体
へ
の
整

備
要
望
や
活
動
に
参
画
し
ま
し
た
。

◎
京
奈
和
関
空
連
絡
道
路
整
備
促
進
事
業
（
243
万
６
千
162
円
）

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

京
奈
和
関
空
連
絡
道
路
調
査

検
討
会
が
開
か
れ
た
が
、
新

た
に
わ
か
っ
た
こ
と
は
。

利
用
者
ニ
ー
ズ
な
ど
の
把
握

の
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
開

通
を
期
待
す
る
意
見
が
全
体

の
６
割
を
上
回
り
ま
し
た
。

市
民
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
ど
う
取
り
組
み

ま
し
た
か
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
ス
テ
ッ
カ

ー
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
で
宣
伝

し
て
い
ま
す
。

期
成
同
盟
会
加
盟
団
体

紀
の
川
市
・
泉
佐
野
市
・
貝
塚
市
・
阪
南
市
・
熊
取
町
・
田
尻
町
・
岬
町
・
和
歌

山
市
・
海
南
市
・
橋
本
市
・
岩
出
市
・
紀
美
野
町
・
か
つ
ら
ぎ
町
・
九
度
山
町
・

高
野
町
・
有
田
川
町
・
桜
井
市
・
橿
原
市
・
大
和
高
田
市
・
御
所
市
・
五
條
市

ＱＱ ＡＡ

370

海南IC

JR
紀勢
本線

貴志駅

和歌山電鐵貴志川線
和歌山駅

和歌山市駅

加太駅

南海加太線

和歌山JCT

24

26

424

打田駅

紀の川IC岩出・根来IC
かつらぎ西IC

橋本IC

京奈和自動
車道

橋本駅

粉河駅

JR和歌山線

極楽橋駅

南海高野線

高野山

370

480
371

48062

13

泉南IC

上之郷IC

関西国際空港IC

りんくうJCT

道
車
動
自
和
阪

63

紀の川市

関空まで約15分！
京奈和関空連絡道路

南海
本線

JR阪
和線

紀の川市議会だより　No.51　令和元年［2019］
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一般会計の決算に対する

討　 論
◎歳入では、市税全体の収納率が、
前年度よりも向上しており、新た
な滞納を増やさず、公平・公正な
徴収事務に積極的に取り組んだ成
果が上がった。

◎粉河地域の公立保育所が廃止され、
公共施設の統廃合がすすめられた
こと。

◎職員数の削減が進み、専門性の低
下が懸念されていること。職員削
減は見直す必要がある。

◎基金の活用で市民サービスの充実
をすべきだということ。借金であ
る地方債283億円のうち、96%が
交付税算入されるので、市の実質
的な負担額は約11億円である。
　一方、預金である基金は116億円
あり、この一部を活用して、国保
会計への繰り入れや教育環境の充
実などに使っていくという判断を
すべきだった。

◎歳出では、荒川中学校校舎改築、
予防接種やがん検診の実施、保育
所再編に伴う粉河保育園への施設
新築補助、新規就農者への支援な
ど、市民生活の安定と向上に必要
な事業を着実に実施し、住民福祉
の増進がはかられた。
　平成３０年度の各施策の成果を分
析し、今後の事業を展開すること、
さらなる財政運営の健全化に努め
ることを期待する。

賛成の
主な理由

反対の
主な理由

VS

議案に対する議員の賛否一覧（賛否が分かれたものを掲載しています）

案　　件　　名 結
果

門　

眞
一
郎

上
野
宗
彦

仲
谷
妙
子

舩
木
孝
明

中
尾
太
久
也

太
田
加
寿
也

石
脇
順
治

並
松
八
重

中
村
ま
き

大
谷
さ
つ
き

阪
中　

晃

榎
本
喜
之

高
田
英
亮

室
谷
伊
則

森
田
幾
久

村
垣
正
造

堂
脇
光
弘

竹
村
広
明

石
井　

仁

杉
原　

勲

川
原
一
泰

坂
本
康
隆

（共）（清）（刷）（わ）（わ）（わ）（隆）（公）（共）（公）（わ）（わ）（わ）（公）（清）（清）（刷）（清）（共）（刷）（隆）（わ）

議案第７６号　平成３０年度紀の川市
一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 令和元年

9月27日 × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○○－

議案第８１号　平成３０年度紀の
川市後期高齢者医療特別会計歳入
歳出決算の認定について

認定 令和元年
9月27日 × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○○－

議案第８２号　平成３０年度紀の
川市介護保険事業勘定特別会計歳
入歳出決算の認定について

認定 令和元年
9月27日 × ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○○－

【○…賛成　　×…反対　　－…議長　　欠…欠席　　退…退席】
※議長は表決に加わることはできません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。
※（わ）…わかばクラブ　（清）…清流会　（公）…公明党　（刷）…刷新クラブ　（共）…日本共産党　（隆）…隆盛クラブ

紀の川市議会だより　No.51　令和元年［2019］
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いっぱん質問いっぱん質問
市 政 を 問 う

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。

なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。

くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課までお問い

合わせください。（TEL 0736−77−0860）

大谷　さつき　議員（14ページ）
・自転車の安全意識の向上と自転車保

険加入について

舩木　孝明　議員（14ページ）
・本市の有害鳥獣対策について

阪中　晃　議員（15ページ）
・公民館の使用について
・夏休みの学校のあり方について
・教育行政について

並松　八重　議員（15ページ）
・汚水処理における合併浄化槽の実状

と今後の取組について

中村　まき　議員（12ページ）
・利用しやすい移動手段の確保に向けて
・踏み間違い防止装置整備費の助成を

門　眞一郎　議員（12ページ）
・県道３号かつらぎ桃山線、県道１２

９号垣内貴志川線を軸とした、市南
部山間部の観光振興、地域活性化の
施策を

石井　仁　議員（13ページ）
・国保税の子どもの均等割の負担軽減

で子育て支援を
・協会けんぽ・共済組合との協定締結

で健康づくりの推進を

森田　幾久　議員（13ページ）
・選挙の投票率をアップさせるためと

今後の投票所のあり方

背景写真：平池緑地公園

紀の川市議会だより　No.51　令和元年［2019］
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問県
道
の
改
修
事
業

が
進
め
ら
れ
、
高
野

山
方
面
へ
の
観
光
客

や
サ
イ
ク
リ
ス
ト
が

増
え
て
い
る
。
単
な

る
通
過
点
で
は
な
く
、

地
域
の
名
所
や
休
憩

場
所
な
ど
の
案
内
を

す
れ
ば
、
訪
問
者
も

増
え
、
地
域
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
る
。

市
と
し
て
、
南
部
山
間
部

の
観
光
振
興
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

南
部
山
間
部
の
観
光
資
源

は
、
細
野
渓
流
キ
ャ
ン
プ
場
、

深
山
渓
谷
、
鞆
渕
八
幡
神
社

の
国
宝
神
輿
、
鞆
渕
・
細
野

・
野
田
原
で
の
ほ
た
る
鑑
賞

が
あ
り
、
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん

草
、
き
ゅ
う
り
、
が
ん
こ
農

家
の
黒
豆
な
ど
の
特
産
品
も

あ
る
。
ま
た
、
大
阪
か
ら
の

移
住
者
が
古
民
家
を
改
修
し

て
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
す
る

な
ど
、
新
し
い
波
も
出
て
い

る
。地

元
で
は
当
た
り
前
に
あ

る
「
も
の
」
「
こ
と
」
な
ど

の
地
域
資
源
の
発
掘
か
ら
は

じ
め
な
く
て
は
と
考
え
る
。

ま
た
、
県
で
は
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
の
整
備
を
進
め

て
お
り
、
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
る
。
本
市
の
山
間
部
も

楽
し
ん
で
走
っ
て
も
ら
っ
て

い
る
が
、
単
な
る
通
過
点
で

は
な
く
、
様
々
な
地
域
資
源

を
活
用
し
て
、
立
ち
寄
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
、
観
光
振
興

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

問市
の
公
式
な
観
光
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
、
観
光
マ
ッ
プ
を
さ

ら
に
充
実
し
た
も
の
に
改
訂

し
て
は
。
ま
た
、
サ
イ
ク
リ

ス
ト
向
け
の
マ
ッ
プ
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

か
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

市
の
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

は
、
内
容
の
刷
新
を
し
て
９

月
か
ら
公
開
・
配
布
を
予
定

し
て
い
る
。
マ
ッ
プ
に
は
、

主
要
観
光
地
や
観
光
協
会
加

盟
の
店
な
ど
を
掲
載
し
て
い

る
。
新
し
い
店
の
情
報
が
入

れ
ば
、
観
光
協
会
へ
の
加
盟

を
勧
め
て
、
更
新
時
に
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
で
紹
介
し
て
い
き

た
い
。

サ
イ
ク
リ
ス
ト
向
け
の

マ
ッ
プ
は
、
紀
の
川
市
も
加

入
し
て
い
る
紀
の
川
エ
リ
ア

観
光
サ
イ
ク
リ
ン
グ
推
進
協

議
会
で
作
成
し
た
「
グ
ル
リ

ン
マ
ッ
プ
」
が
あ
る
。
こ
れ

に
、
南
部
山
間
部
の
観
光
資

源
、
地
域
資
源
を
発
掘
し
て
、

高
野
山
へ
の
ル
ー
ト
情
報
の

掲
載
を
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。
地
域
を
訪
れ
る
サ
イ
ク

リ
ス
ト
・
観
光
客
を
増
や
し

て
、
地
元
の
方
々
と
の
交
流

を
推
進
し
、
地
域
振
興
、
移

住
定
住
に
つ
な
が
れ
ば
と
考

え
る
。

問平
成
31
年
３
月
に

「
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
」
が
策
定

さ
れ
た
。
交
通
手
段

が
な
く
、
バ
ス
の
利

用
に
も
困
る
方
た
ち

に
と
っ
て
、
移
動
手

段
の
確
保
は
急
務
で

あ
る
。
現
状
を
ど
う

考
え
る
か
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

調
査
結
果
で
も
利
便
性
で

不
満
を
感
じ
る
と
い
う
声
が

多
く
あ
る
。
ル
ー
ト
や
バ
ス

の
こ
と
を
知
ら
な
い
な
ど
、

現
在
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
利
用
率
は
高
く
な
い
。

問説
明
会
や
意
見
交
換
会
で

は
、
本
当
に
移
動
手
段
に
困

る
方
の
声
を
聞
く
こ
と
が
必

要
で
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

移
動
に
困
る
方
が
意
見
交

換
会
に
参
加
し
や
す
い
方
法

を
検
討
し
、
意
見
を
い
た
だ

く
機
会
づ
く
り
に
努
め
る
。

問移
動
に
困
る
市
民
を
助
け

る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
乗

合
タ
ク
シ
ー
の
取
り
組
み
を

急
い
で
は
。

 

答
　
　
　 
　
　
市
　
　
長

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
応
じ

て
必
要
か
つ
効
果
的
な
方
法

の
研
究
を
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
も
今
後
大
き
な
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

未
然
に

防
ぐ
た
め
に

問高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ

る
交
通
事
故
が
大
き
く
取
り

上
げ
ら
れ
、
同
時
に
後
付
け

の
踏
み
間
違
い
防
止
装
置
整

備
へ
の
取
り
組
み
が
全
国
的

に
始
ま
っ
て
い
る
。

市
の
第
10
次
交
通
安
全
計

画
に
は
、
交
通
事
故
の
な
い

社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
積

極
的
な
取
り
組
み
の
必
要
性

や
、
運
転
手
の
危
険
認
知
の

遅
れ
や
運
転
操
作
の
誤
り
を

未
然
に
防
止
す
る
た
め
に
、

安
全
運
転
を
支
援
す
る
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。

踏
み
間
違
い
防
止
装
置
整

備
の
補
助
を
し
て
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

現
時
点
で
は
課
題
が
あ
る
。

高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
に

つ
い
て
は
国
・
県
に
要
望
し

て
い
く
。

中村 まき 議員

門 眞一郎 議員

移動手段の確保を

山間部の観光振興

デマンドタクシー

泉佐野からのサイクリスト
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的
に
行
う
繰
り
入
れ
に
つ
い

て
は
、
解
消
や
削
減
す
る
対

象
と
は
し
て
い
な
い
。

問本
市
の
姿
勢
次
第
で
、
実

施
は
可
能
で
あ
る
。

子
供
の
均
等
割
の
軽
減
は
、

子
供
の
い
る
自
営
業
者
・
農

業
者
に
と
っ
て
も
イ
ン
パ
ク

ト
の
あ
る
施
策
と
考
え
る
。

基
幹
産
業
を
農
業
と
し
、
移

住
・
定
住
を
進
め
る
本
市
に

と
っ
て
有
効
な
施
策
で
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

子
供
に
係
る
均
等
割
の
軽

減
は
、
国
に
お
い
て
新
た
な

制
度
創
設
を
行
う
べ
き
事
案

で
あ
る
と
考
え
る
。

避
け
て
は
通
れ
な
い
と
考
え

る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
は

投
票
所
数
を
維
持
し
て
い
く
。

ま
た
、
期
日
前
投
票
所
に

つ
い
て
は
、
直
近
の
参
議
院

選
挙
で
は
、
投
票
さ
れ
た
方

の
う
ち
、
47
・
7
％
の
方
が

期
日
前
投
票
所
を
利
用
さ
れ

て
い
る
た
め
、
こ
の
ま
ま
維

持
し
て
い
き
た
い
。

投
票
所
が

近
く
に
来
れ
ば

問高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
が
免

許
証
を
返
納
す
る
時
代
で
も

あ
る
。
投
票
率
を
上
げ
る
た

め
と
投
票
所
の
人
員
配
置
の

軽
減
の
た
め
、
投
票
所
で
待

っ
て
い
る
の
で
な
く
、
こ
ち

ら
か
ら
向
か
っ
て
い
く
移
動

期
日
前
投
票
所
を
開
設
し
て

は
。
ま
た
、
高
校
の
敷
地
内

で
の
投
票
を
実
施
し
て
は
。

 

答
　
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

バ
ス
や
電
車
な
ど
の
公
共

交
通
機
関
が
少
な
い
地
域
で

は
、
徒
歩
で
投
票
所
ま
で
行

く
こ
と
が
困
難
な
方
が
増
え

る
と
、
投
票
を
あ
き
ら
め
る

こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

投
票
者
の
投
票
環
境
の
向

上
を
は
か
る
こ
と
は
、
選
挙

管
理
委
員
会
と
し
て
の
大
き

な
使
命
と
な
る
た
め
、
今
後

の
課
題
と
し
て
議
論
し
て
い

く
。高

校
の
敷
地
内
で
の
移
動

期
日
前
投
票
所
の
設
置
は
、

若
年
層
が
政
治
に
興
味
を
持

つ
機
会
が
提
供
で
き
る
と
考

え
る
。

し
か
し
、
公
平
性
の
観
点

か
ら
も
高
校
生
以
外
の
選
挙

人
も
投
票
で
き
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
た
め
、
一

般
の
方
が
高
校
の
敷
地
内

へ
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、

高
校
側
と
の
調
整
と
対
策
が

必
要
と
な
る
。

問選
挙
の
投
票
率
の
推
移
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

 

答
　
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

全
国
的
で
も
あ
る
が
、
ど

の
選
挙
に
お
い
て
も
投
票
率

は
低
下
傾
向
で
あ
る
。
市
議

会
議
員
選
挙
に
お
い
て
も
、

紀
の
川
市
誕
生
以
降
、
80
・

1
％
、
71
・
9
％
、
62
・
6

％
、
54
・
7
％
と
推
移
し
て

い
る
。

問投
票
所
お
よ
び
期
日
前
投

票
所
の
箇
所
数
は
。
ま
た
今

後
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の

か
。

 

答
　
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
長

投
票
所
は
45
ヶ
所
で
、
期

日
前
投
票
所
は
５
ヶ
所
で
あ

る
。
全
国
と
同
じ
く
本
市
も

人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
、

今
後
、
投
票
所
の
統
廃
合
も

問国
民
健
康
保
険
に

は
、
加
入
人
数
に
応

じ
て
保
険
料
が
上
が

る
均
等
割
や
世
帯
単

位
の
世
帯
割
が
あ
る
。

特
に
、
均
等
割
は
、

子
供
の
い
る
世
帯
に

と
っ
て
、
家
族
が
増

え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
税
負
担

が
大
き
く
な
る
仕
組
み
で
あ

る
。均

等
割
の
負
担
軽
減
を
は

か
る
こ
と
で
、
国
保
に
加
入

す
る
子
育
て
世
帯
の
支
援
に

な
る
と
考
え
る
。

軽
減
の
た
め
の
財
源
に
つ

い
て
は
、
一
般
会
計
か
ら
繰

り
入
れ
る
場
合
も
、
政
策
的

繰
り
入
れ
に
つ
い
て
は
認
め

ら
れ
て
い
る
の
で
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

県
の
国
保
運
営
方
針
で
は
、

決
算
補
填
な
ど
目
的
以
外
の

市
町
村
の
政
策
に
よ
り
積
極

協
会
け
ん
ぽ
と

連
携
を

問市
民
の
健
康
寿
命
を
延
ば

す
た
め
に
は
、
全
市
民
を
対

象
に
し
た
医
療
分
析
が
必
要

だ
と
考
え
る
。

協
会
け
ん
ぽ
や
共
済
組
合

と
協
定
を
締
結
し
て
、
特
定

健
診
の
結
果
を
共
有
・
分
析

し
た
り
、
保
健
事
業
の
連
携

を
す
す
め
た
り
し
て
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

協
会
け
ん
ぽ
和
歌
山
支
部

と
連
携
、
協
力
し
て
市
民
の

健
康
づ
く
り
が
推
進
で
き
る

よ
う
、
協
定
を
締
結
す
る
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。

石井 仁 議員

森田 幾久 議員

便利な移動投票所

子育て支援に逆行
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大谷 さつき 議員

舩木 孝明 議員

問鳥
獣
被
害
防
止
計

画
の
進
捗
状
況
は
。

 

答     

農
林
商
工
部
長

計
画
で
は
、
平
成

27
年
度
と
比
べ
て
令

和
元
年
度
で
被
害
金

額
で
３
割
の
減
少
を

目
標
に
し
て
い
る
。

30
年
度
で
は
、
目
標
に
対

し
て
ア
ラ
イ
グ
マ
で
は
188
・

７
％
、
イ
ノ
シ
シ
で
は
31
・

75
％
と
な
っ
て
お
り
、
目
標

を
達
成
す
る
の
が
厳
し
い
鳥

獣
も
あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

問今
年
度
、
有
害
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
事
業
の
予
算
を
減

額
し
て
い
る
の
は
。

 
答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

こ
の
事
業
は
、
防
護
柵
等

の
設
置
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
す
る
も
の
で
、
前
年
度

の
事
業
要
望
や
実
績
が
減
少

し
た
こ
と
で
減
額
し
た
。

問今
後
、
予
算
を
増
額
し
て

い
く
考
え
は
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

事
業
要
望
が
増
加
す
れ
ば
、

予
算
要
求
し
て
い
く
。

問畑
や
道
で
イ
ノ
シ
シ
を
発

見
し
た
時
の
対
応
は
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

農
林
振
興
課
へ
連
絡
し
て

い
た
だ
く
と
、
警
察
や
関
係

機
関
と
連
携
し
、
猟
友
会
の

協
力
を
得
て
捕
獲
を
行
う
。

問狩
猟
免
許
所
有
者
も
高
齢

化
し
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
や
農
家

と
協
力
し
て
捕
獲
計
画
を
策

定
し
て
は
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

狩
猟
免
許
取
得
者
の
高
齢

化
と
新
規
取
得
者
の
減
少
は

深
刻
な
問
題
と
捉
え
て
い
る
。

　

農
家
自
ら
が
捕
獲
で
き
る

よ
う
、
狩
猟
免
許
取
得
を
奨

励
し
、
安
全
で
効
果
的
な
捕

獲
活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

問紀
美
野
町
で
は
年
間
を
通

じ
て
捕
獲
補
助
金
を
出
し
て

い
る
。
本
市
も
捕
獲
期
間
だ

け
で
な
く
、
年
間
を
通
じ
て

補
助
金
を
出
し
て
は
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

現
在
、
猟
友
会
で
は
有
害

鳥
獣
捕
獲
期
間
以
外
で
も
、

狩
猟
期
間
に
捕
獲
を
行
っ
て

い
る
。
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

実
施
隊
に
よ
る
捕
獲
や
追
い

払
い
活
動
で
対
応
で
き
て
い

る
と
考
え
る
。
有
害
捕
獲
期

間
の
通
年
化
は
考
え
て
い
な

い
。

問自
転
車
は
環
境
に

優
し
い
交
通
手
段
で

あ
り
、
多
く
の
人
が

利
用
し
て
い
る
。
し

か
し
、
自
転
車
に
よ

る
重
大
な
事
故
も
後

を
絶
た
な
い
。

市
民
や
小
中
学
生

に
自
転
車
保
険
へ
の

加
入
の
義
務
化
を
条

例
制
定
で
き
な
い
か
。

 

答
　
　
　 

危
機
管
理
部
長

和
歌
山
県
で
は
「
自
転
車

損
害
賠
償
保
険
等
へ
の
加
入

努
力
義
務
化
」
が
本
年
10
月

１
日
施
行
さ
れ
る
。
本
市
に

お
い
て
加
入
を
義
務
付
け
る

条
例
の
制
定
は
考
え
て
い
な

い
。保

険
に
未
加
入
で
も
罰
則

は
な
い
が
、
自
転
車
利
用
者

が
加
害
者
と
な
ら
な
い
よ
う
、

広
報
紙
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

四
季
に
行
う
交
通
安
全
運
動

な
ど
で
、
自
転
車
保
険
加
入

の
推
進
・
啓
発
を
し
て
い
く
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

中
学
校
の
入
学
時
・
進
級

時
に
保
護
者
に
対
し
て
保

険
加
入
の
推
進
を
は
か
り
、

保
護
者
の
判
断
に
委
ね
て
い

る
。問自

転
車
保
険
の
加
入
を
義

務
付
け
る
自
治
体
が
増
え
て

い
る
。
加
害
者
が
子
供
で
あ

っ
て
も
、
相
手
に
ケ
ガ
を
負

わ
せ
た
場
合
、
民
事
上
の
損

害
賠
償
責
任
が
発
生
す
る
。

中
学
校
の
自
転
車
通
学
の

許
可
と
合
わ
せ
、
中
学
生
だ

け
で
も
自
転
車
保
険
の
加
入

を
義
務
付
け
る
条
例
の
制
定

を
し
て
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
長

現
時
点
で
は
、
自
転
車
通

学
の
生
徒
に
、
保
険
加
入
の

義
務
化
は
考
え
て
い
な
い
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
協
議
も
視
野
に

入
れ
て
検
討
し
、
加
入
の
推

進
・
啓
発
に
努
め
る
。

こ
ど
も
自
転
車

免
許
証
！

問自
転
車
事
故
の
抑
制
と
交

通
ル
ー
ル
の
遵
守
を
徹
底
す

る
た
め
、
小
中
学
校
の
交
通

安
全
教
室
の
受
講
後
に
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
自
転
車
免
許
証
を

交
付
し
て
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

県
警
察
本
部
で
は
県
内
に

自
転
車
免
許
証
を
発
行
し
て

い
る
事
例
が
な
く
、
今
後
も

積
極
的
に
推
進
す
る
考
え
が

な
い
が
、
本
市
に
お
い
て
は

の
講
習
受
講
済
証
明
書
で
あ

れ
ば
、
関
係
機
関
と
の
協
議

で
検
討
は
で
き
る
。

捕
ほ

獲
かく

されたイノシシ

自転車保険の義務化を

有害鳥獣対策は

下校中の中学生
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と
聞
い
て
い
る
。

公
民
館
の
管
理
体
制
と
空

き
部
屋
の
有
効
利
用
に
つ
い

て
、
先
進
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
自
治
体
を
調
査
し
、
さ

ら
な
る
公
民
館
の
利
活
用
増

進
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も

検
討
し
て
い
く
。

 
答
　
　
　 

　
　
教
育
長

公
民
館
も
新
た
な
時
代
を

迎
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
学
生
も
含

め
た
市
民
の
自
主
的
な
学
び

を
支
え
、
誰
で
も
気
軽
に
来

館
で
き
る
学
び
の
環
境
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問学
力
向
上
の
た
め
、
中
学

校
に
お
い
て
、
夏
休
み
な
ど

長
期
休
み
の
時
に
は
、
学
校

で
自
習
で
き
る
環
境
を
つ
く

る
べ
き
で
は
。

 

答
　
　
　
教
育
部
長
・
教
育
長

学
力
向
上
に
向
け
た
目
標
、

目
指
す
と
こ
ろ
は
、
紀
の
川

市
学
校
教
育
指
針
な
ど
の
も

と
、
学
校
に
は
そ
れ
ぞ
れ
特

徴
や
伝
統
と
い
っ
た
も
の
も

あ
り
、
当
然
、
学
校
長
に
も

管
設
備
費
用
も
補
助
対
象
と

し
て
い
る
。
地
域
に
出
向
き

説
明
、
周
知
は
で
き
て
い
る

の
か
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

地
域
住
民
へ
の
周
知
・
説

明
は
、
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
へ
掲
載
し
、
啓
発
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後
区

長
会
に
お
い
て
も
説
明
し
て

い
く
。

問毎
年
の
清
掃
・
保
守
点
検

・
法
定
検
査
の
維
持
管
理
が

法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
。
一
元
管
理
す
る
た
め
浄

化
槽
台
帳
を
作
る
べ
き
で
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

県
か
ら
事
務
が
移
管
さ
れ

て
か
ら
の
管
理
は
で
き
て
い

る
が
、
担
当
課
で
協
議
し
、

移
管
台
帳
を
も
と
に
全
設
置

者
に
対
し
適
正
に
推
進
を
は

か
り
整
理
し
て
い
く
。

問浄
化
槽
維
持
管
理
費
が
負

担
と
な
り
、
適
正
に
管
理
で

き
て
い
な
い
生
活
困
窮
者
に

対
し
、
検
査
料
の
助
成
は
で

き
な
い
の
か
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
民
部
長

水
質
保
全
と
快
適
で
衛
生

的
な
生
活
環
境
作
り
に
は
、

応
分
の
費
用
負
担
が
市
民
に

求
め
ら
れ
る
。
受
検
率
向
上

に
向
け
、
負
担
軽
減
に
つ
い

て
は
河
川
流
域
の
自
治
体
で

共
有
す
る
課
題
と
と
ら
え
て

い
る
。

問紀
の
川
水
系
・
貴
志
川
水

系
の
水
質
保
全
の
た
め
に
必

要
不
可
欠
な
、
公
共
下
水
道

事
業
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

 

答
　
　
　 

上
下
水
道
部
長

平
成
16
年
度
か
ら
整
備
工

事
に
着
手
し
、
認
可
区
域
305
．

５
ha
の
92
・
９
％
は
整
備
済

み
で
、
接
続
率
は
62
％
で
あ

る
。
進
捗
率
は
全
体
計
画
の

18
・
８
％
と
な
る
。
市
全
域

で
効
率
的
な
汚
水
処
理
施
設

の
推
進
を
行
う
た
め
、
決
め

ら
れ
た
予
算
・
財
源
の
中
で

効
率
的
に
整
備
を
進
め
る
。

問浄
化
槽
法
が
改
正
さ
れ
単

独
槽
の
新
設
は
原
則
禁
止
さ

れ
、
国
は
今
年
度
か
ら
合
併

槽
へ
の
転
換
を
促
す
た
め
配

問最
近
の
中
高
生
は
、
常
に

ス
マ
ホ
を
触
っ
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。
自
宅
学

習
の
場
合
、
誘
惑
が
多
す
ぎ

る
た
め
、
勉
強
が
手
に
つ
か

な
い
こ
と
も
あ
る
。
そ
こ
で
、

公
民
館
を
活
用
し
、
市
民
が

自
習
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ

て
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

公
民
館
の
空
き
部
屋
な
ど

を
本
市
の
学
生
た
ち
に
利
用

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
こ

れ
か
ら
の
公
民
館
活
用
の
一

つ
の
選
択
肢
だ
と
考
え
る
。

近
年
、
学
習
形
態
も
多
様

化
し
、
大
型
商
業
施
設
の
空

き
ス
ペ
ー
ス
や
オ
ー
プ
ン
カ

フ
ェ
な
ど
に
学
習
ス
ペ
ー
ス

が
設
け
ら
れ
、
開
放
時
間
も

長
時
間
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、

学
生
の
利
用
も
非
常
に
多
い

一
定
の
権
限
が
あ
る
と
い
う

こ
と
の
な
か
で
、
手
法
は
様

々
で
あ
る
こ
と
は
ご
理
解
い

た
だ
き
た
い
。

そ
う
い
っ
た
な
か
で
、
長

期
休
み
の
間
に
自
習
教
室
と

し
て
教
室
を
開
放
し
て
は
ど

う
か
と
い
う
提
言
に
つ
い
て

は
、
子
供
の
安
全
確
保
を
最

優
先
に
、
学
習
環
境
の
確
保

な
ど
各
学
校
の
実
情
に
照
ら

し
な
が
ら
、
学
校
長
の
適
切

な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
自
習
室
の
設
置
に

つ
い
て
は
、
効
果
な
ど
を
十

分
に
検
証
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

阪中 晃 議員

並松 八重 議員

こんな自習室があれば

自
習
の
で
き
る
公
民
館
に

快
適
な
生
活
環
境
を
推
進

紀の川市議会だより　No.51　令和元年［2019］
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委員会活動報告
各委員会では、議案の審査だけでなく、各委員会に付託された市民生活に深く

関わることについて議会閉会中も調査研究を行っています。
最近の活動状況についてお知らせします。

総務文教常任委員会　7月23日

産業建設常任委員会　10月8日

厚生常任委員会　10月7日

・紀の川市地域公共交通網形成計画について
・紀の川市生涯学習推進計画について
・紀の川市スポーツ推進計画について
それぞれの計画策定の内容、経緯や取り組みなどの説明を受けました。

・紀の川市水道事業運営審議会からの答申書の内容について
水道事業についての今後の方向性、料金体系の見直しや改定の時期など、執行部より答申書の概

要について説明を受けました。

・太陽光発電施設設備について
「紀の川市における太陽光発電設備設置条例制定について」の陳情書が出され、調査を行いました。
執行部から現状の説明を受け、条例制定も含め、前向きに検討するよう申し入れました。

厚生常任委員会より「虐待から子どもの命をまもるための速やかな対応を求める」
意見書が提案されました。全会一致で承認され、地方自治法第９９条の規定によ
り県知事に対し意見書を提出しました。

【要望事項】
　・市町村が実施する児童虐待防止対策に対して十分な支援を講じること
　・保護する施設のさらなる充実・拡充を図ること
　・人口規模、地理的要件などに鑑み、和歌山市を除く紀北エリアを管轄する新た
な児童相談所を設置すること

　・児童相談所ＯＢや警察官ＯＢなどの配置も含め人材育成、増強を行うこと

（提出先）　和歌山県知事

を提出意見書

紀の川市議会だより　No.51　令和元年［2019］
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紀の川市議会では、全議員で議会改革検討委員会を構成
し、市民の負託に応えるための議会体制づくりを進めるた
め議会改革に取り組んできました。
「政治倫理条例」の制定もその一環です。自らの政治倫
理を確立させることにより、「健全で民主的な市政の発展
に寄与する」ことを目的に、「議員の責務」や「政治倫理
基準」を明記し、紀の川市議会議員の政治倫理の基本とな
る事項を定めました。

紀の川市議会議員政治倫理条例を制定しました

紀の川市議会 市民の皆さんに議会の活動を知っていただき、
また、直接ご意見をお伺いするために、
議会報告会を開催します。
皆さんの声をお聞かせください。

を開催します

どなたでも、どの会場でも
ご参加いただけます。
ぜひ、お気軽に
お越しください。

議員って
どんな仕事
してるの？

市議会って
どんなこと
やってるのかな？

地域 日　時 場　所 担当議員

打田 令和２年
1/24（金）19:00 ～ 打田生涯学習センター視聴覚室 上野・榎本・石井・中尾・

仲谷・舩木・室谷・石脇

鞆渕 1/24（金）19:00 ～ 鞆渕出張所２階大会議室 門・森田・川原・並松・
杉原・太田・坂本

粉河 1/25（土）19:00 ～ 粉河ふるさとセンター2階
視聴覚室

森田・杉原・川原・並松・
中尾・村垣・石井

貴志川 1/25（土）19:00 ～ 貴志川生涯学習センター２階
講義室

竹村・高田・中村・大谷・
太田・上野・阪中・堂脇

那賀 2/1（土）19:00 ～ 那賀保健福祉センター２階
多目的ホール

坂本・堂脇・石脇・竹村・
高田・中村・大谷

桃山 2/1（土）19:00 ～ 桃山会館大会議室 村垣・仲谷・阪中・舩木・
室谷・門・榎本

17　Kinokawa City Gikai Dayori



市役所自衛消防訓練に参加しました
１０月２日に、市役所自衛消防訓練が実施され、議会として参加しました。議場で本会議開会中に

庁舎内で火災が発生したとの想定で、市職員と議員が議場から屋外への避難訓練を行いました。その
後、水消火器での消火訓練も行いました。

※市役所本庁舎は、消防法等により、年２回自衛消防訓練の実施が規定されています。

消火訓練議場から避難する様子

※午前9時 30分開会予定です。なお、日程は変更することがあります。

次回12月定例会
NEXT

日 月 火 水 木 金 土
12/1 2 3 4 5 6 7

本会議
（開会）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問・
質疑・付託）
予算決算
常任委員会

8 9 10 11 12 13 14

総務文教・
予算決算
常任委員会

厚生・
予算決算
常任委員会

産業建設・
予算決算
常任委員会

15 16 17 18 19 20 21

予算決算
常任委員会

本会議
（閉会）

22 23 24 25 26 27 28

議会を傍聴してみませんか
市議会の定例会は、３・６・９・12月の年４回開催され、
傍聴することができます。
市議会では、市民のみなさんの生活に直結した重要な

問題が審議されていますので、私たち議員の活動状況や
市政の内容を知るためにも、ぜひ傍聴にきてください！

【傍聴手続き】
本会議の傍聴を希望される方は、当日受付で住所・氏

名を記入していただき、入場してください。
本会議の傍聴定員は、30人（うち車いす用２席）です。

【受付場所】
本庁舎６階　議会事務局

電話でのお問い合わせもお受けしています。
●お問い合わせ … 議会事務局
電話番号：0736 －77 －0860

紀の川市議会だより　No.51　令和元年［2019］
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答弁答弁

その後その後

診療所は存続できるか予防接種はこれで安心

委託して存続子育てに必要な情報を
一目でチェック

鞆渕診療所の医師が定年を迎えた後の対応
と市の費用負担を考えたとき、今後も継続的
に運営するために、民間医療機関への委託を
考えては。

乳幼児が受ける予防接種はスケジュール管
理が煩雑である。日程をスマホなどで簡単に
管理でき、メールで知らせてもらう無料のア
プリを導入しては。

近隣の自治体の利用状況も確認しながら
医師会との協力体制、費用面や導入後の運
営も考慮して今後、研究していく。

現在の医師が、平成 11年４月より移り住
み、勤務を始めて以来、安定的に医療を提
供してきたが、この状況での存続は、財政
上からしても難しい。今後検討していく。

ちょっ
と

おしえ
て！

選考委員会を立ち上げ、公募を行った。そ
の結果、平成 31 年４月から社会医療法人三

み

車
くるま

会を指定管理者として委託し診療所を運営
している。

鞆渕診療所アプリ「母子モ」のパンフレット

ＩＣＴを活用した新たな子育て支援策とし
て、「予防接種モ！成長記録モ！市の育児情報
モ！」地域と繋がる無料の子育てアプリ『母

ぼ

子
し

モ』を令和元年９月１日から提供している。

紀の川市議会だより　No.51　令和元年［2019］
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No.

　
編
集
後
記

「
平
成
最
後
の
…
。
」

「
令
和
最
初
の
…
。
」

こ
の
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
た
２

０
１
９
年
も
残
す
と
こ
ろ
、
あ
と

２
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、
来
年
は
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

行
わ
れ
ま
す
。
４
月
11
日
（
土
）

に
は
、
紀
の
川
市
を
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
が
走
り
ま
す
。
み
ん
な
で
大

い
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

さ
て
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会

は
、
こ
の
号
を
も
っ
て
、
現
メ
ン

バ
ー
で
の
編
集
作
業
は
最
後
と
な

り
ま
し
た
。
手
に
取
り
、
見
て
も

ら
い
、
読
ん
で
も
ら
う
。
そ
し
て
、

わ
か
り
や
す
い
広
報
紙
を
目
指
し
、

議
会
改
革
と
と
も
に
、
議
会
だ
よ

り
「
未
来
へ
」
も
改
革
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
、
議
会
だ
よ
り
の
改

革
も
道
半
ば
で
は
あ
り
ま
す
が
、

新
メ
ン
バ
ー
へ
託
し
、
結
び
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
森
田　

幾
久
）

紀の川市議会ホームページ
http://www.city.kinokawa.lg.jp/gikai/

※携帯電話・スマートフォンなどの
バーコードリーダーで読み取ると、
議会ホームページにアクセスできます。

運動会

川原小学校

長田小学校

池田小学校

田中小学校

竜門小学校


